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帝塚山大学では、新型コロナウイルス感染症の影響で 2020 年度に予定していた保育実習Ⅰの帝塚山大学では、新型コロナウイルス感染症の影響で 2020 年度に予定していた保育実習Ⅰの

施設実習は、学外でのすべての実習を中止として学内での演習を実施することになった。本稿で施設実習は、学外でのすべての実習を中止として学内での演習を実施することになった。本稿で

は、保育士養成課程におけるコロナ禍の施設実習の取り組みとして、学内演習の内容を報告するは、保育士養成課程におけるコロナ禍の施設実習の取り組みとして、学内演習の内容を報告する

とともに、受講生へのアンケート調査から学内演習による学生の学びについてまとめた。その結とともに、受講生へのアンケート調査から学内演習による学生の学びについてまとめた。その結

果、学内演習の充実度は非常に高く、学内演習の学びの自己評価が高いことが明らかになった。果、学内演習の充実度は非常に高く、学内演習の学びの自己評価が高いことが明らかになった。

１．はじめに

新型コロナウイルス感染症は保育士養成課程にも大きな影響を与えた。とりわけ、保育実習に新型コロナウイルス感染症は保育士養成課程にも大きな影響を与えた。とりわけ、保育実習に

関して実習施設からの受け入れの中止により、指定保育士養成施設（以下、「養成校」とする。）関して実習施設からの受け入れの中止により、指定保育士養成施設（以下、「養成校」とする。）

では実習施設を確保できない状況が生じた。では実習施設を確保できない状況が生じた。

このような状況に対して、厚生労働省子ども家庭局保育課は、2020 年３月２日に事務連絡「新このような状況に対して、厚生労働省子ども家庭局保育課は、2020 年３月２日に事務連絡「新

型コロナウイルス感染症の発生に伴う指定保育士養成施設の対応について」を示した。この中型コロナウイルス感染症の発生に伴う指定保育士養成施設の対応について」を示した。この中

で、保育実習については「養成施設にあっては、新型コロナウイルス感染症の影響により実習施で、保育実習については「養成施設にあっては、新型コロナウイルス感染症の影響により実習施

設の受け入れの中止等により、実習施設の確保が困難である場合には、年度をまたいで実習を設の受け入れの中止等により、実習施設の確保が困難である場合には、年度をまたいで実習を

行って差し支えないこと。なお、これらの方法によってもなお実習施設の代替が困難である場行って差し支えないこと。なお、これらの方法によってもなお実習施設の代替が困難である場

合、実状を踏まえ実習に代えて演習又は学内実習等を実施することにより、必要な知識及び技能合、実状を踏まえ実習に代えて演習又は学内実習等を実施することにより、必要な知識及び技能

を修得することとして差し支えないこと」とされ、各養成校が適宜対応することになった。を修得することとして差し支えないこと」とされ、各養成校が適宜対応することになった。

帝塚山大学（以下、「本学」とする。）においても、一部の実習施設から実習の受け入れができ帝塚山大学（以下、「本学」とする。）においても、一部の実習施設から実習の受け入れができ

ないとの連絡があったため、厚生労働省子ども家庭局保育課からの 2021 年６月 15 日付け事務連ないとの連絡があったため、厚生労働省子ども家庭局保育課からの 2021 年６月 15 日付け事務連

絡「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う指定保育士養成施設の対応について」を踏まえて対絡「新型コロナウイルス感染症の発生に伴う指定保育士養成施設の対応について」を踏まえて対

応することになった。具体的には、この事務連絡により「実習の受け入れ先の状況によって、一応することになった。具体的には、この事務連絡により「実習の受け入れ先の状況によって、一

部の学生は実習可能でそれ以外の学生は中止となった場合に、当該実習はすべて中止として、履部の学生は実習可能でそれ以外の学生は中止となった場合に、当該実習はすべて中止として、履

修する学生全員に同じように授業を提供することは差し支えないか」との問いに対して「差し支修する学生全員に同じように授業を提供することは差し支えないか」との問いに対して「差し支

えない」との回答が示されたことから、2020 年度に予定していた保育実習Ⅰの施設実習えない」との回答が示されたことから、2020 年度に予定していた保育実習Ⅰの施設実習１）１）は、は、

学外でのすべての実習を中止として学内での演習（以下、「学内演習」とする。）を実施すること学外でのすべての実習を中止として学内での演習（以下、「学内演習」とする。）を実施すること

になった。になった。

学内演習は、2021 年３月１日（月）～３月 12 日（金）（土日除く）の 10 日間、毎日９時～ 18学内演習は、2021 年３月１日（月）～３月 12 日（金）（土日除く）の 10 日間、毎日９時～ 18

時（１時間休憩）で実施した。本稿では、保育士養成課程におけるコロナ禍の施設実習の取り組時（１時間休憩）で実施した。本稿では、保育士養成課程におけるコロナ禍の施設実習の取り組

みとして、学内演習の内容を報告するとともに、受講生へのアンケート調査から学内演習によるみとして、学内演習の内容を報告するとともに、受講生へのアンケート調査から学内演習による

学生の学びについてまとめる。学生の学びについてまとめる。
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２．学内での演習の内容

  本学の保育実習Ⅰの施設実習は、例年は障害児入所施設、児童発達支援センター、障害者支  本学の保育実習Ⅰの施設実習は、例年は障害児入所施設、児童発達支援センター、障害者支

援施設、指定障害福祉サービス事業所の４つの施設種別で実習を実施しており、乳児院や児童養援施設、指定障害福祉サービス事業所の４つの施設種別で実習を実施しており、乳児院や児童養

護施設などのいわゆる社会的養護施設ではなく、障害児者福祉施設護施設などのいわゆる社会的養護施設ではなく、障害児者福祉施設２）２）のみで実施しているのがのみで実施しているのが

特徴である。したがって、学内演習の内容についても障害児者福祉施設での実習の学びを前提と特徴である。したがって、学内演習の内容についても障害児者福祉施設での実習の学びを前提と

して、表１に示したような内容とした。して、表１に示したような内容とした。

講演は、８施設・法人の障害児者施設等の職員に依頼して行った。まず施設職員から実践現場講演は、８施設・法人の障害児者施設等の職員に依頼して行った。まず施設職員から実践現場

の話を聞いたうえで、質疑応答の時間を設けて施設職員が学生からの質問に答えることで内容のの話を聞いたうえで、質疑応答の時間を設けて施設職員が学生からの質問に答えることで内容の

理解を深めた。理解を深めた。

また、演習では、感染防止対策を徹底したうえで、設定したテーマに関するグループディスまた、演習では、感染防止対策を徹底したうえで、設定したテーマに関するグループディス

カッションを実施した。まず、障害児者施設や障害児者の生活等に関するＤＶＤや講義により設カッションを実施した。まず、障害児者施設や障害児者の生活等に関するＤＶＤや講義により設

定したテーマについての学習をしたうえで、グループディスカッションを通して学びを深め、さ定したテーマについての学習をしたうえで、グループディスカッションを通して学びを深め、さ

らに全体発表を通して意見の共有を行った。らに全体発表を通して意見の共有を行った。

表１　学内演習の内容

内容内容

１日目１日目
オリエンテーションオリエンテーション
福祉型障害児入所施設の保育士の役割（演習）福祉型障害児入所施設の保育士の役割（演習）
医療型障害児入所施設の保育士の役割（演習）医療型障害児入所施設の保育士の役割（演習）

２日目２日目
障害児者の生活の実態（演習）障害児者の生活の実態（演習）
障害者支援施設の職員の役割（演習）障害者支援施設の職員の役割（演習）

３日目３日目
障害児者の生活および施設の実態（演習）障害児者の生活および施設の実態（演習）
障害者支援施設等の支援の実際（講演）障害者支援施設等の支援の実際（講演）

４日目４日目
障害児者の生活の実態（演習）障害児者の生活の実態（演習）
児童発達支援等の支援の実際（講演）児童発達支援等の支援の実際（講演）

５日目５日目
障害児支援施設と学校との連携（演習）障害児支援施設と学校との連携（演習）
障害者支援施設等の支援の実際（講演）障害者支援施設等の支援の実際（講演）

６日目６日目
障害児への支援において大切なこと（演習）障害児への支援において大切なこと（演習）
障害児入所施設等の支援の実際（講演）障害児入所施設等の支援の実際（講演）

７日目７日目
障害児者の権利保障（演習）障害児者の権利保障（演習）
家庭支援の事例検討（演習）家庭支援の事例検討（演習）
障害者支援施設等の支援の実際（講演）障害者支援施設等の支援の実際（講演）

８日目８日目
障害児者の生活の実態（演習）障害児者の生活の実態（演習）
障害者支援施設等の支援の実際（講演）障害者支援施設等の支援の実際（講演）

９日目９日目
家庭支援の事例検討（演習）家庭支援の事例検討（演習）
障害児者の家庭支援（演習）障害児者の家庭支援（演習）
障害者支援施設等の支援の実際（講演）障害者支援施設等の支援の実際（講演）

10日目10日目
障害児者相談支援等の支援の実際（講演）障害児者相談支援等の支援の実際（講演）
学内演習の総括学内演習の総括

３．学内演習による学び

１）アンケート調査の概要

①調査対象①調査対象

2020 年度に学内演習を履修した 93 名を対象に実施した。2020 年度に学内演習を履修した 93 名を対象に実施した。

②調査方法②調査方法

10 日間の学内演習の最終日に、学内演習の自分自身の学びを振り返ってアンケートへの回10 日間の学内演習の最終日に、学内演習の自分自身の学びを振り返ってアンケートへの回

答を求めた。アンケートは、本学のe-LearningシステムであるTALES（Tezukayama Active 答を求めた。アンケートは、本学のe-LearningシステムであるTALES（Tezukayama Active 

Learning Education Square）を通してインターネット上で実施し、2020 年度に学内演習を履Learning Education Square）を通してインターネット上で実施し、2020 年度に学内演習を履

修した 93 名のうち、すべての学生が回答した。修した 93 名のうち、すべての学生が回答した。
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③調査項目の設定③調査項目の設定

本調査は、石田・西村（2019）に基づき 18 の質問項目を設定した本調査は、石田・西村（2019）に基づき 18 の質問項目を設定した３）３）。それぞれの質問項目に。それぞれの質問項目に

ついて、実習の自己評価を「全くできなかった」「あまりできなかった」「ややできた」「とてもついて、実習の自己評価を「全くできなかった」「あまりできなかった」「ややできた」「とても

できた」の４段階で測定した。できた」の４段階で測定した。

また、学内演習の充実度についても「全く充実していなかった」「あまり充実していなかった」また、学内演習の充実度についても「全く充実していなかった」「あまり充実していなかった」

「やや充実していた」「とても充実していた」の４段階で測定した。「やや充実していた」「とても充実していた」の４段階で測定した。

④倫理的配慮④倫理的配慮

アンケート調査の結果については、施設実習の事前事後指導および実習内容の改善のための調アンケート調査の結果については、施設実習の事前事後指導および実習内容の改善のための調

査研究に使用すること、回答内容は施設実習の評価には影響しないこと、回答については統計的査研究に使用すること、回答内容は施設実習の評価には影響しないこと、回答については統計的

に処理・分析するため個々の回答が特定されることはないこと、調査研究へ使用してほしくないに処理・分析するため個々の回答が特定されることはないこと、調査研究へ使用してほしくない

場合は申し出ることができることを説明したうえで回答を求めた。場合は申し出ることができることを説明したうえで回答を求めた。

２）アンケート調査の結果

①学内演習の充実度①学内演習の充実度

学内演習の充実度は、「とても充実していた」が 50.5％で最も多く、次いで「やや充実してい学内演習の充実度は、「とても充実していた」が 50.5％で最も多く、次いで「やや充実してい

た」が 46.2 ％、「あまり充実していなかった」が 3.2 ％であった（表２）。「とても充実していた」た」が 46.2 ％、「あまり充実していなかった」が 3.2 ％であった（表２）。「とても充実していた」

と「やや充実していた」の回答を合わせると 96.7％で、ほとんどの学生にとって学内演習が充実と「やや充実していた」の回答を合わせると 96.7％で、ほとんどの学生にとって学内演習が充実

した内容になっていたことが明らかになった。した内容になっていたことが明らかになった。

表２　学内演習の充実度

全く充実していなかった全く充実していなかった ０（0.0％）０（0.0％）

あまり充実していなかったあまり充実していなかった ３（3.2％）３（3.2％）

やや充実していなかったやや充実していなかった 43（46.2％）43（46.2％）

とても充実していたとても充実していた 47（50.5％）47（50.5％）

②学内演習の学び②学内演習の学び

学内演習の学びについては、本学の保育実習Ⅰの施設実習の実習のねらいと内容に基づき設定学内演習の学びについては、本学の保育実習Ⅰの施設実習の実習のねらいと内容に基づき設定

した質問項目に関する受講生の達成度の自己評価として示している。各項目の自己評価の結果した質問項目に関する受講生の達成度の自己評価として示している。各項目の自己評価の結果

をみると、ほぼすべての項目において「ややできた」と「とてもできた」の回答を合わせるとをみると、ほぼすべての項目において「ややできた」と「とてもできた」の回答を合わせると

90％を超えており、学内演習の学びの自己評価が高いことが明らかになった（表３）。90％を超えており、学内演習の学びの自己評価が高いことが明らかになった（表３）。

表 3　学内演習の学び
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４．学内演習と実践現場での実習における学びの比較

学内演習の学びについて、「全くできなかった」を１点、「あまりできなかった」を２点、「や学内演習の学びについて、「全くできなかった」を１点、「あまりできなかった」を２点、「や

やできた」を３点、「とてもできた」を４点として算出した各項目の平均値を表４に示した。まやできた」を３点、「とてもできた」を４点として算出した各項目の平均値を表４に示した。ま

た、石田・西村（2019）より、同様に算出した実践現場での実習における学びの自己評価の平均た、石田・西村（2019）より、同様に算出した実践現場での実習における学びの自己評価の平均

値を併せて表４に示した。値を併せて表４に示した。

表 4　学内演習と実践現場での実習における学びの比較
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表４から学内演習と実践現場での実習における学びを比較すると大きな差はみられないが、学表４から学内演習と実践現場での実習における学びを比較すると大きな差はみられないが、学

内演習での学びの特徴は、「施設と家庭との連携のあり方」「施設と地域社会との連携のあり方」内演習での学びの特徴は、「施設と家庭との連携のあり方」「施設と地域社会との連携のあり方」

の平均点が実践現場での実習と比較して大幅に高いということである。の平均点が実践現場での実習と比較して大幅に高いということである。

実践現場での実習では、10 日間という短い実習期間において家庭や地域社会との連携にまで実践現場での実習では、10 日間という短い実習期間において家庭や地域社会との連携にまで

意識が向いていないこと、実習において家庭や地域社会との連携の場面を目にする機会がほとん意識が向いていないこと、実習において家庭や地域社会との連携の場面を目にする機会がほとん

どないということにより、家庭や地域社会との連携のあり方については施設実習において理解をどないということにより、家庭や地域社会との連携のあり方については施設実習において理解を

深めることができていないことが指摘されている（石田・西村 2019）。深めることができていないことが指摘されている（石田・西村 2019）。

このような指摘を踏まえて、学内演習では家庭や地域社会との連携について考える機会を設けこのような指摘を踏まえて、学内演習では家庭や地域社会との連携について考える機会を設け

ることを意識して学内演習の内容を設定した。たとえば、障害児者施設等の職員による講演でることを意識して学内演習の内容を設定した。たとえば、障害児者施設等の職員による講演で

は、実際の家族とのやりとりや行事等で地域住民とともに取り組んでいる事例を紹介してもらは、実際の家族とのやりとりや行事等で地域住民とともに取り組んでいる事例を紹介してもら

い、それに対して学生が質問することで家庭や地域との連携について考える機会を設けた。まい、それに対して学生が質問することで家庭や地域との連携について考える機会を設けた。ま

た、学内演習の後半では、演習において児童発達支援センターにおける家庭支援の事例についてた、学内演習の後半では、演習において児童発達支援センターにおける家庭支援の事例について

検討を行い、そのうえで利用児者の家庭支援について考える機会を設けた。検討を行い、そのうえで利用児者の家庭支援について考える機会を設けた。

このように学内演習において意識的に家庭や地域社会との連携について考える機会を設けたここのように学内演習において意識的に家庭や地域社会との連携について考える機会を設けたこ

とが「施設と家庭との連携のあり方」「施設と地域社会との連携のあり方」の平均点の高さにつとが「施設と家庭との連携のあり方」「施設と地域社会との連携のあり方」の平均点の高さにつ

ながったと考えられる。ながったと考えられる。

５．おわりに

本稿では、保育士養成課程におけるコロナ禍の施設実習の取り組みとして、学内演習の内容を本稿では、保育士養成課程におけるコロナ禍の施設実習の取り組みとして、学内演習の内容を

報告するとともに、受講生へのアンケート調査から学内演習による学生の学びについてまとめ報告するとともに、受講生へのアンケート調査から学内演習による学生の学びについてまとめ

た。その結果、学内演習の充実度は非常に高く、学内演習の学びの自己評価が高いことが明らかた。その結果、学内演習の充実度は非常に高く、学内演習の学びの自己評価が高いことが明らか

になった。になった。

また、学内演習と実践現場での実習における学びを比較すると大きな差はみられないこともうまた、学内演習と実践現場での実習における学びを比較すると大きな差はみられないこともう

かがえた。もちろん実際に利用児者と関わり、実体験として学んだか否かは大きな違いであり、かがえた。もちろん実際に利用児者と関わり、実体験として学んだか否かは大きな違いであり、

単純に同様の学びができたとは言えないが、学内演習においても学生の学びはある程度は保障で単純に同様の学びができたとは言えないが、学内演習においても学生の学びはある程度は保障で

きたと考えられる。きたと考えられる。

注）現場実習の数値については石田・西村（2019）より作成。
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注

１）保育士養成課程の保育実習は、必修科目である「保育実習Ⅰ」（実習・４単位：保育所実習２単位・施１）保育士養成課程の保育実習は、必修科目である「保育実習Ⅰ」（実習・４単位：保育所実習２単位・施

設実習２単位）と、必修選択科目としていずれかを選択する「保育実習Ⅱ」（実習・２単位：保育所実設実習２単位）と、必修選択科目としていずれかを選択する「保育実習Ⅱ」（実習・２単位：保育所実

習）、「保育実習Ⅲ」（実習・２単位：保育所以外の施設実習）が設定されている。 習）、「保育実習Ⅲ」（実習・２単位：保育所以外の施設実習）が設定されている。 

２）本稿では、障害児入所施設、児童発達支援センター、障害者支援施設、指定障害福祉サービス事業所２）本稿では、障害児入所施設、児童発達支援センター、障害者支援施設、指定障害福祉サービス事業所

の４つの施設種別をまとめて「障害児者福祉施設」と表記する。の４つの施設種別をまとめて「障害児者福祉施設」と表記する。

３）石田・西村（2019）では、本学の施設実習Ａの実習のねらいと内容に基づき21の質問項目を設定して３）石田・西村（2019）では、本学の施設実習Ａの実習のねらいと内容に基づき21の質問項目を設定して

いるが、今回は、実践現場での実習を行っていないことから「利用児者と積極的に関わること」「利用児いるが、今回は、実践現場での実習を行っていないことから「利用児者と積極的に関わること」「利用児

者とコミュニケーションをとること」「利用児者の個別性に配慮した支援を行うこと」の３項目は調査項者とコミュニケーションをとること」「利用児者の個別性に配慮した支援を行うこと」の３項目は調査項

目から外して18項目とした。目から外して18項目とした。
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